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友
と
す
る
」

の
は
、
何
も
中
世
び
と
に
限
る
ま
い
。

紀
』
は
、
あ
る
一

故
天
先
成
而
地
後
定
。
然
後
、
神
聖
生
一
一
其
中
一

。
(
本
文
校
訂
に
つ

面
で
は
、

一
つ
の
文
学
的
作
品
と
も
い
へ
る
。
た
と
へ
目
的
が
「
日

で

い
て
は

避
け
省
略
)

あ
る
帝
紀
」
の

色
を
施
さ
ざ
る
を
得
ま
い
。
か
の
司
馬
遷
の
『
史
記
』
に
し
て
も
、
古
代
よ

の
武
帝
ま
で
の
帝
紀
を
め
ぐ
る
史
書
で
は
あ
る
が
、
読
者
を
し
て
感
動

す
る
人
物
を
活
き
活
き
と
描
く
そ
の

を
縫
っ
て
、

で
あ
る
に
し
て
も
、

に
の
せ
る
以
上
は
、
表
現
の

は

、

便

宜

上

、

対

句

を

意

を

試

み

た

も

の

で

あ

る

が

、

句

読

点

は
現
行
本
ほ
ぽ
一
致
す
る
。
し
か
し
古
訓
に
引
き
ず
ら
れ
て
、

は
今
も

な
ほ
、

さ
せ
る
の
は
、

そ
こ
に
登

よ

精
妙
之
合
ハ
樽
易
、

の
如
く
切
っ
て
訓
む
。
し
か
し
漢
文
体
よ
り
み
れ
ば
、
出
典
と
な
っ
た
『
准

南
子
」
(
「
天
文
訓
」
)
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
「
精
妙
之
合
捧
ハ
易
夕
、
重
濁

濁
凝
ハ

る
。
『

も
資
料
群
の

の
表
現
に
力
を
そ
そ
ぐ
。

の
き
っ
ち

三
進
も
行
か
な
い
の
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
如
く
、

の
天
地
開
聞
の
条
は
、

に
条
に
対
し
て
怖
気
付
く
の
は
、
「
古

そ
の
適
例
で
あ
る
。
今
も
な
ほ
わ
た
く
し
が
こ

に
っ
ち

り
通
り
、
二
進
も

カf

之
凝
掲
ハ

シ
」
と
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ら
う
。
こ
こ
で

詰
問
「
ム
口

古
訓
は

?専

「
凝
掲
」
を
そ
れ
ぞ
れ
聯
語
と
み
な
い
限
り
は
、
撰
者
の
表
現
意
図

し
た
こ
と
に
な
る
。
「
古
訓
信
ず
べ
か
ら
ず
」
と
は
、
こ
の

あ
る
。
明
治
四
十
四
年
(
一
九
二
)
刊
の
『
和
訳
准
南
子
』
(

• 

ー..，

な
伝
統
訓
で
は
あ
る
が
、

撰
者
た
ち
に
は
無
関
係
の
こ
と

を

ひ
で

で
あ
る
。
従
っ
て
二
十
世
紀
の
終
駕
も
ま
近
い
現
今
、
も
っ
と
自
由
な
「
よ

み
」
を
し
て
も
よ
か
ら
う
。
や
は
り
漢
文
と
目
さ
れ
る
あ
た
り
は
、
近
世
流

よ

よ

文
訓
み
、
訓
み
で
大
し
た
誤
り
は
な
か
ら
う
と
思
ふ
。
あ
ま

訳
註
)

の

と
あ
る
が
、

精

に砂
禍ァヱ
ひ:口
三宝 ル

tL T 
台。

いは
限易
りく
は

の
凝
掲
結
す
る
は

し
I 

を
み
れ
ば
、

つ
ま
り
神
代
紀
の
こ
の
条
を

り
に
も
あ
ら
ぬ

み
で
は
却
っ
て
漢
文
の
呼
吸
を
誤
る
。
ま
づ
そ
の
例

文
と
し
て

め
ば
、

で
も
田
岡
式
に
近
く

ん
だ
で
あ
ら
う
。
大
正
十

濁
者
、
滝
滞
而
為

v
地、

濁
之
凝

年
(
一
九
二
二
刊
の
「
国
訳

ガ
フ
セ
ン

な
ほ
「
合
樽
」
(
ガ
ブ
タ
ン
と
も
)
は
、
四

現
行
本
『
准
南
子
』
に
は
、
「
合
専
干
作
」
に
作
る
が
、
「
」
は
「
樽
」
に

者
の
み
た
『
准
南
子
』
に
は
乎
篇
と
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
「
樽
」

ま
と
め
る
な
ど
の
意
。
又
巴
と
熟
合
し
て
団
結
す
る
、

大
成
』
(
第
十
一
巻
)
も
同
様
で
あ
る
。

を
考
へ
て
ゆ
か
う
。

古

陰天
地
未
レ

剖
レ分、

子
二
漠
津
而
含
レ
牙
。

本
(
武

荘
氏
校
本
)
な
ど

清
陽
者
、

而
為
レ
天
、

同
門
刊
し
。

は
、
円
め
る
、

「
日
本
書
紀
』
=
一
則

五
五



三
則

五
六

合
す

に
な
る
。
次
に
「
凝
掲
」
(
ギ
ヨ
ウ
ケ
ツ
)
に
つ
い
て
は

『
准
南
子
』

に
、
「
清
陽
者
:
:
:
」
云
々
と

者
:
:
:
」
云
々
の
対
句
に
続
い
て
、

の
「
高
誘
注
」
に
は
説
く
処
が
な
い
が
、
清
人

念
孫
案
、
掲
之
言
逼
也
。
爾
雅
回
、
過
ハ
止
也
。
底
・
滞
・
掲
、
皆
止

撰

志
』
に
、

「
及
」
(
お
よ
び
、

い
た
り
)
の

が
あ
る
。
「
及
」

の
字
の
あ
る
限
り
、
以

下
に
続
く
「
精
妙
之
:
:
:
」
「

濁
之
:
:
:
」
の
二
句
と
の
関
係
が
暖
昧
で

也
:
:
:
(
巻
十
二
、
准
南
子
内

「
凝
掲
」
)

あ
り
、
未
だ
に
悩
み
続
け
て
ゐ
る
の
は
、
「
及
」
の
字
の
処
置
で
あ
る
。
も

と
み
え
る
。
彼
は
更
に
「
天
文
訓
」
を
引
用
し
、
「
道
蔵
本
・
朱
本
・
茅
本

皆

作

一

一

了

。

?

、

而

改

レ

掲

為

レ

結

。

荘

本

従

レ

之

、

と
の
「
准
南
子
』
(
天
文
訓
)
に
し
て
も
、

ひ
と
続
き
の
文
で
あ
り
、
動
調

で

「
及
ぶ
」
で
あ
っ
て
は
都
合
が
わ
る
い
。
ひ
と
続
き
に
す
る
た
め
に
、
「
及
」

ス
ナ
ハ
チ

を
草
体
の
誤
、
「
乃
」
の
誤
と
考
へ
で
も
み
た
。
こ
れ
は
対
句
を
そ
の
ま
ま

ス
ナ
ハ
チ

生
か
す
た
め
に
、
接
続
詞
「
乃
」
の
誤
と
み
な
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
や

績
不
レ
知
-
一
其

と
述
べ
、
「
渇
」
の
字
の
正
し
さ
を
説
き
、
「
掲
」
が
「
止
」

あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
止
は
ト
ド
マ
ル
こ
ど
、
カ
タ
マ
ル
こ
と
。
即
ち
「
凝

掲
」
は
、
凝
固
、
凝
結
の
意
と
な
る
。
つ
い
で
に
湖
っ
て
考
へ
て
み
る
と
、

は
り
安
心
は
で
き
な
い
。

ふ
と
ひ
ら
い
た
の
は
、

の

に
ま
み
れ
た
田

上
代
、
び
と
の
よ
く
利
用
し
た
原
本
系
『
玉
』
、
今
は
残
簡
の
み
で
、
「

の
字
は
残
ら
な
い
。
し
か
し
関
聯
す
る
語
を
現
存
本
よ
り
摘
出
す
れ
ば
、

市
成
レ
梁
。
買
連
日
、

」ーー

中

訂
『
校
訂
日
本
紀
』
。
明
治
十
三
年
(
一
八
八

O
)
五
月
の
「
序
」

を
も
っ
こ
の
和
本
が
如
何
に
多
く
の
諸
本
、
諸
記
録
に
よ
っ
て
校
訂
を
試
み

た
か
、
当
時
の
こ
と
を
思
へ
ば
頭
が
さ
が
る
。

。潤
也」

広
雅
回

酒

尽
也

出
典

国
語
、
天
根
見
而
水

水

の
箇
処
「
及
」

の
頭
一
注

周
語
中
)

を
み
れ
ば
(
訓
み
や
す
い
形
式
に
改
め
る
)
、

清
陽
上
諸
本
有
一
一及
其
二
字
一
、
非
レ
是
。
今
「
及
」
拠
一
一
『道一

二
「
其
」
以
二
『
道
謹
本
」
一
並
削
レ
之
(
『
道
謹
本
』
は
沙
弥
本

「渇」

渇
ハ
酒
也
。
説
文
、
渇
ハ
尽
也
。

み
る
『
国
語
』

の
章
氏
解
に
も
、
「

を
同
じ
く
す
る
。
な
ほ
第
一
例
に

ハ
掲
也
:
:
:
天
根
見
、
乃
尽
掲
也
」

『
国
語
』
(
周
語
上
)
「
昔
伊
洛
掲
而
夏
亡
」
(
章
氏
解
「
掲
ハ

『
二
中

と
み
え
、
「
掲
」
は
、
「
澗
」
・
「
渇
」
と

道
謹
本
、
『
二

は
そ
の
「
乾
象
歴
」
)

と
み
え
る

と
あ
っ
て
、
「
及
其
」
を
削
る
。
こ
の
う
ち
、
『
道
謹
本
』
は
未
見
の
た
め
、

尽
也
」
)

。
こ
れ
ら
の
訓
詰
を
眺
め
る
こ
と
に
よ
り
、
「
凝
掲
」

の

カま

「
二
中
歴
』
(
前
田
本
)
を
例
に
す
れ
ば
、
確
か
に
「
及
其
」
は
な
い
。
し
か

明
ら
か
に
な
ら
う
。

し
そ
の
引
用
態
度
は
、

の
た
め
、
必
ず
し
も
信
用
で
き
ず
、
俄
か

次
に
前
述
の

の
条
で
、
今
も
わ
た
く
し
の
納
得
し
か
ね
る
本
文

に
は
従
へ
な
い
。

た
だ
し
田

が
二
字
を
削
っ
た
の
は
、

や
は
り
神
代



紀
を
よ
く
味
読
し
た
も
の
と
い
へ
ょ
う
。

lま

『
校
訂
古

記
』
(
明

こ
と
に
鷹
踏
を
感
じ
、
中
国
の
権
威
あ
る
古
典
を
以
て
前
の
部
分

っ
た

治
十
五
年
序
)
も
あ
る
が
、
「

紀
』
の
校
定
と
共
に
、
多
少
の
強
引
さ
が
な

こ
と
に
な
る
。
本
来
か
ら
い
へ
ば
、
「
故
日
」
に
続
く
、

き
に
し
も
あ
ら
ず
。
神
代
紀
の
こ
の
こ
字
の
削
除
も
、
使
用
し
た

と
は
い
へ
な
い
が
、
か
に
二
字
の
な
い
方
が
内
容
が
よ
く
わ
か
る
。
し
か

が
万
全

開
聞
之
初
、
洲
壊
浮
漂
、

一
一
一
瀞
魚
之
浮
一
一
水
上
一
也
。

云
々
か
ら
開
始
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
や
さ
し
い

を
使
用
し
て
ゐ

し
も
し
「
及
二
其
:
:
:
」
が

文
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
長
く
文
が
続
く
た

る
た
め
に
、
和
文
的
で
あ
る
。
「
故
日
:
:
:
」
は
、
「
中
国
で
は
し
か
じ
か
で

本
文
に
即
し
て
、
『

め
に
、
撰
者
が
「
及
」
を
加
へ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
こ
の
や
う
な
コ
メ
ン
ト
は
、

の
文
を
考
へ
て
み
よ
う
と
し
た
試
み
で
も
あ
り
、

あ
る
が
、
日
本
で
も
次
の
や
う
な
伝
承
が
あ
る
」
と
い
つ
介

に
な
ら
う
が
、

漢
籍
の
『
准
南
子
』
な
ど
の

さ
せ
た
た
め
に
、

こ
れ
も
や
や
問

と
い
っ
て
も
、

な
ほ
疑
ひ
を
投
げ
か
け
る
こ
と
は
、
撰
者
に
対
す
る

一

延
び
が
す
る
。

頭
の
中
国
物
の
印
象
が
、
む
つ
か
し
い
漢
語
の
続
出
の
た

種
の
「
思
ひ
や
り
」
と
も
い
へ
ょ
う
か
。
文
の
接
と
い
へ
ば
、
撰
者
が

『
准
南
子
』
に
多
少
の
改
変
を
加
へ
な
が
ら
も
、
結
び
に
「
故
天
先
成
而
地

め
、
あ
ま
り
に
も
強
す
ぎ
る
。
そ
こ
に
こ
れ
を
も
日
本
物
か
と
誤
認
し
が
ち

の
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

で
あ
る
が
、
中
国
物
は
む
し
ろ
単
な
る

後
定
」
と
述
べ
る
の
は
、

す
べ
て

『
准
南
子
」
の
本
文
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

中
国
物
を
わ
が
国

の
中
に
平
気
で
挿
入
す
る
こ
と
は
、
現
代
的
に
い

と
す
れ
ば
、
「
及
ニ
其
:
:
:
こ
も
『
准
南
子
』
に
従
っ
て
削
る
と
、
実
に
内

へ
ば
、

窃
」
に
近
い
。
し
か
し
先
行
文
献
を
伝
統
あ
る
権
威
と
し
て

し
、
そ
の
ま
ま
借
用
す
る
こ
と
は
中
国
の
な
ら
ひ
。
た
と
へ
ば
、
『

容
の
流
れ
が
滑
ら
か
に
な
る
。
こ
の
二
語
を

者
が
加
へ
た
と
す
れ
ば
、
和

習
的
で
あ
る
。
或
い
は
後
世
の
付
加
か
、

紀
』
の
「
よ
み
」
は
甚
だ
む

の
文
章
の
中
に

「
史
記
』

の
影
の
如
何
に
多
い
か
は
、

両
者
の
比
較
に
ょ
っ

っ
か
し
い
。

て

に
わ
か
ら
う
。
こ

天
地
が

し
て
、
神
聖
が
生
れ
る
と
い
ふ
中
国
天
地
開
闘
の
記
事
に
続

ち
は
よ
く
学
ぶ
。
現
代
流
の

の
述
作
の
態
度
を
『

と
は
意
味
を

の

者
た

に
し
、
『

紀
』
の
そ
れ

い
て
、
「
故
日
:
:
:
」
云
々
の
文
が

に
続
く
。
即
ち
古

記
的
な
も
の
、

ぞ
れ
に
、
経
・
史
・
子
・
集
の
佳
句
が
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
た
部
分

神
代
紀
「
一

的
な
も
のもの

:
:
:
」
に
よ
っ
て
、
中
国
物
と
日
本
物
が
結
ぼ
れ
る
。
前
者
を
先
行
さ
せ
、

J

:

1

じ

1
L
ナ
'
圭
ロ

へ
と
流
れ
て
ゆ
き
、
「
故
日

の
あ
る
の
は
、
当
時
の
官
人
ら
に
と
っ
て
、
何
ら
の
疑
ひ
も
な
か
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
古
典
を
現
代
人
の
眼
で
ふ
り
か
へ
る
こ
と
は
、

そ
ら
恐
し
い
。

「
故
日
:
:
:
」
以
下
に
後
者
を

い
た
の
は
、
後
者
日
本
物
を
官
頭
に

く

『
日
本
書
紀
』
三
則

五
七



『
日
本
書
紀
」
一
二
則

以
上
の
三
則
は
、

思
ひ
っ
く
ま
ま
に
三
項
目
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
り
、

わ

た
く
し
の

「
読
み
方
」

の

を
示
さ
う
と
し
た
の
に
過
ぎ
な
い
。

三
則
を

則
と
な
く

け
よ
う
と
す
れ
ば
続
け
ら
れ
よ
う
。

「
あ
と
が
な

し
か
し

¥， l 
I 

わ
が
身
、

こ
こ
で
締
め
き
る
こ
と
と
し
よ
う
。

(
三
月
三
日
)
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こ
じ
ま
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き
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学
会
代
表
)

=
房
一

一室田一
一
塙
一

新刊

吉

井

伊

五
八

八
、
九
六
一
円

(表記価格は税込です)

A

5
判

n 
置酬

。
目
次
よ
り
(

ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
町
書
約

、

，

0

・
毛

利

正

守

タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
ノ
神
へ
の
・
原
氏
関
ら
の
針

志

金

井

清

一

『

H
&令
書
紀
恥
円
改
一正
を
め
く

っ

て

・

。

吉

井

.

『
H

$
書
紀
』
「
神
代
』
冒
頭
部
と
『
-
一五
麿
紀
』

。

神

野

志

櫨

光

布
勢
町
捕
と
宇
和
町
崎

・

伊

.

樽

車
持
町
選
択

:

'

e

・

e

-

材
困
正
圃
開

高
草
草
に
お
け
る
花
鳥
肉
傑
人
化

:

芳

賀

紀

虚

里
婦
の

k
性
地

e

・e
・
-

漬

辺

-

K
干
1

年
「
皇
后
官
之
維

'
m仏
繭
唱
歌
』

を
め
ぐ
る
若

rの
考古京

e

井

村

哲

夫

誤
宇
説
的
限
界
性
0

・

井

手

歪

l
代
詩
歌
に
み
る
謙
語
的
圭
境

i

小

島

憲

之

爆
と
髭

・・:

洩

E

・

、
や
す
み
し
し
輯
が

K
Z
」考

j

e
e
-
-
圃
本
遺
虚

婁
世
と
-
K
小
e

白

今

、

!

-
矢
真
.
，

助
動
制
ラ
ン
円
五
法

内

自

費

・

博

〈

古

代

研

究

V
7
/
8

FAX 03(3811)0617 

A
V

付
・
別

各
A

5
判
上
九
、
ニ
七

O
円

下

一

回

造

と

成

立

四

人

と

作

品
現
と
方
法
aq 

目
次
狩
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歌
・
献
し
女
の
ニ
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ば
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前
と
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記
紀
歌
揺
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紀
歌
誌

の
方
法
高
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歌
の
中
の
記
紀
歌
話

記
紀
歌
誌
の
中
の
箇
問
葉
他

神
野
志
隆
光
著

A

5
判
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九

六

一

円

ト

P
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F
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区
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む
古
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歌
文
学
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H
m
E
E
r
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叫
ヌ
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成
立

人
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呂
に
よ
っ
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れ
る
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歌
文
学
の
新
し
い
水
準
に
迫
リ
、
そ

の
神
話
的
表
現
を
位
置
づ
け
、
古
代
和
歌
文
学
の
成
立
を
考
察
す
。

E
E
-
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員
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ご
明
配
の
上
、
直
盤
情
小
社
宛
ご
注
文
の
方
は
、

2

会
員
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方
へ
刷
引
叫
村
山
U

て
頂
き
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す
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送
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負
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下
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五
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円
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回
二
九
円
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ム一品

ホ
テ
ル
ニ
ュ

1
オ
オ
タ
ニ
高
岡

ーーーー『

Z 

四
十
五
回
全
国
大

‘ーーーーー

(
〒
蜘

高
岡
市
新
横
町
一

手
白一
一--nH

。七六六
l
l
ニ
六
|
一
一
一
一
[
代
]
)

七
千
円

日
に
、
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
と
の

に
よ
り
、
左
記
の
要
領
で
開
催
致
し

三
、
研
究
発
表
会

十
月
四
日
(
日
)

日
時

午
前
十
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で

高
葉
学
会
第
四
十
五
回
全
国
大
会
を
、
平
成
四
(
一
九
九
二
)
年
十
月
三
日
J
六

ま
す
。

氏
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
場

国
立
高
岡
短
期
大
学
講
堂

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
)

一
、
公
日
時

天
平
勝
宝
八
歳
六
月
十
七
日

首
に
つ
い
て

十
月
三
日
(
土
)

午
後
一
時
よ
り
五
時
三
十
分
ま
で

京
都
大
学
大
学
院
生

村

和

美

ム一品

国
立
高
岡
短

堂
(
一
T
m
m

高
岡
市
二
上
町
一
八

O
)

赤
人
の
印
南
野
行
幸
従
駕
歌
|
「
不
欲
見
野
」
を
め
ぐ
っ
て

挨

拶

高

岡

市

長

佐
藤
孝
志
氏

学
大
学
院
生

上
田
由
紀
美

三

田

誠

司

講

記
に
お
け
る
表
記

を
め
ぐ
っ
て
|

野
遊
の
歌
四
首

午
後
の
部
(
午
後
一
時
よ
り
) 土

浦

短

期

大

学

演

聖
心
女
子
大
学
教
授

山
口
住
紀
氏

日

異
記
上

の

に
つ
い
て

金

三
昧
院
本
の
誤
写
か
ら
|

れ
こ
れ
|
枕
詞
「
味
凝
」
の
こ
と
な
ど

西

大

学

教

授

木
下
正
俊
氏

の
一
部
読
添
え

帝
塚
山
学
院
大
学

学

館

大

乾

AA4 

子

大

島

信

生

家
持
の
「
学
」

l
越
中
在
任
中
の
詩
歌
を
め
ぐ
っ
て
|

旋
頭
歌
に
お
け
る
叙
述
の
主
体
を
め
ぐ
っ
て

，>i'弘

子

t.. 
;z:;; 

代

表

小
島
憲
之
氏

聖

心

女

子

大

学

品
目
悦
一

一一、

人
麻
呂

歌
七
夕
歌
群
l
七
夕
以
前
の
数
首
に
つ
い
て
|

日
時

十
月
三
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
よ
り
八
時
三
十
分
ま
で

実

践

女

子

大

学

渡

瀬

昌

忠

五
九



O 

日
の
た
め
、
付
近
の
食
堂
等
は
多
く
休
業
で
す
。

弁
当
の
予
約
を
受
付
け
ま
ず
か
ら
、
ご
利
用
の
方
は
お
申
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
日

-T
蜘

高
岡
市
伏
木
一
宮
一
1

一一
1

一一

高
岡
市
万

史
館

代
金

千
円

O
七
六
六
l
四
四
l
五
五
一
一

五

(
十
月
五
日
[
月

]
1六
日
[
火
]

一
泊
二
日
)

司
〉
}
ハ

O
七
六
六

四
四
l
七
三
三
五

。
旅
程

* 

を

用
の
方
は
、
返
信
用
切
手
を
同
封
の
う
え
、
学

第
一
日

万

史
館
|
国
庁
跡
|
国
守
館
跡
|
二
上
山
|
布
勢
水
海

岸
ー
奈
呉
の
江
l
宇
奈
月
温

会
本
部
(
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
内
)
ま
で
お
申
し
込

ー
氷
見
(
昼
食

)
1桜
谷
古

み
下
さ
い
。

泉
(
宿
泊
)

(
い
ず
れ
も

〒
叩

高
岡
市
内
、
市
外
局
番

O
七
六
六
、

第
二
日

(
北
陸
高
速
)
|
芦
瞬
寺
(
休
憩

)
l桂
台

|

立
山
・
室
堂
|
(
有
料
道
路
)
|
立
山
博
物
館
!
富
山
駅
(
*
解
散

は
、
解
散
地
に
注
意
の
こ
と
。

宇
奈
月
温
泉

S
は
シ
ン
グ
ル
、

T
は
ツ
イ
ン
、
素
は

泊
ま
り
、
食
可
は
二

食
付
き
[
別
料
金
]
有
り
の
略
)

午
後
五
時
ご
ろ
)

*
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阪
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面
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二
l
三
三
九
O

食
可

-
お
く
だ
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

末
広
町
六

l
一
四

Tel 

二
四
l
三
三
九
六

二
食
付
き

一O
、
0
0
0円
よ
り

太
田

田
八白
八.

二
食
付
き

九、

0
0
0円
よ
り

大
手
町
一

二
ー
一

一

二
食
付
き

六
、
五
O
O
円
よ
り

Tel 

四
四
|
三
O
O
六

Tel 

四
四

六
O
五

O

Tel 

二
二
|
O
三
五
四

ーノ、



歪氷見

山
至氷見

万葉ライン

期大学 械光寺陸上競妓栂
野E書掲 GS 

守山

歪新漢

二二二E
加鍾能鉄道

国
道
湖
号
線

国道8号線 歪富山

. 古械公聞

大仏

北陸本線

至金沢 J円高岡駅

至砺波 10、

く高岡短期大学〉への交通案内

• J R高岡駅発加越能パス「高岡短大・二上団地・域光寺線j
( 4番のりば)

「高岡短大前J下車(所要時間約20分) 徒歩1分

*なお、当日は送迎パスを用意しますのでご利用下さい。

〈高岡市万葉歴史館〉への交通案内

• J R高岡駅発加越能パス「西回り
( 4番のりば)乗

「伏木一宮」下車(所

-東回り古府

5分) 徒歩5分

ー」

ノ、



佐藤 享 192 八王子市丹木町1-2

鈴木啓之 222 横浜市港北区篠原東2-14-10-202

鈴木利 632 
天理市乙木町559-9

07436-6-3560 
乙木ハイツB-I03

高松寿夫 333 川口市差問3-33-13-303

茨木市中
千歳 彦 567 

1 
色

山口文化2F3号

関市萩荘宇高梨南方122
津田大樹 021 

高梨宿舎(2)1 -1 

名古 市天白区天白町大宇植田宇
本 之 468 

源右衛門新田22-72-201

土生田純之 243-04海老名市柏ケ谷967-1-206

本
山鹿市古関619-4

信 861-05熊本県立鹿本高校公舎

松本 同日 353 志木市本町5-15-27

松本 史 960 島市太平寺過吹6-2-311

沢 朗 385 佐久市岩村田1917-3-1 0267-68-8553 

山 口 930 富山市布瀬町1-2-17

報告!

0学会からのお知らせ 平成三(一九九一)年分の収支決算を報告致します。

。平成3(1991)年収支決算 (138rJ141号)

収 入

1.461. 788 

支 出

(原稿回覧 470.000 前 • 
費・通

交通費補助等)

• 

ム一品 2.840.627 • 252.900 

謝礼及び交通費等)

務 180.000 

ム一品 652.ωo 印刷費(機関誌問~凶号・ 1.953.001 

ポスター等)

発送費・通信費 220.558 
ム
ハ
一
二 消耗品・手数科 79.971 

時出費 (OA管理ソフト等) 361.530 
次年度繰越 1.436.475 

合計 4.954.435 I合計 4.954.435 



氏名

新入会

五十

馬越真

元 359

澄 710

aah 
~ 名

イ主

所沢市山口775-59

倉敷市二日市414

木 村祥子 590-01堺市竹城台 3丁目-4

n 
所

清谷美奈 466 
名古市昭和区前山町1-57
名古 子学生会館306

小池麻美 635 
奈良県北葛城郡広陵町馬見南
5丁目1-1-26

• 

局 内 川~ 933-01高岡市伏木芭'1-11-11万:I.t.D:・占日

夏井邦男 040 函館市 町28-6

西 美佳 590-01堺 台1丁24-4

野村 史 611 宇治市小倉西山41-108

岡山 野1-10-8
船恵利 700 一 西崎アパ 卜31号

岡山市学南町2丁目7-7
村上倫子 700 メゾン仏 "nn....口

山 岡 昌子 176 東京都練馬区中村北 2-22-20 

山崎真克 734 広島市南区西旭町7-12

岡山市伊島町3-9-3
智 700

矢部コーポ102号

(改姓・変更・表示を含む)

茨城県北相馬郡藤代町宮和田
朝比奈英夫 300-15

531-2-301 

五十嵐泰子 173 東 112-5-7-201 

{手 益 290-01市 1 

上野 631 奈良 日町4-6

神野富 658 神 区住占山手9丁目2-25

} 11 子 930 
富山市五福9区4364
スロ プハイム106号

菊川 -651-11神戸市北区鈴蘭台西町5-16-3-402

北 徹 669-13三田市乙原1850-16

蔵中 しのぶ 653 神戸市長田区鹿松町3-4-18

0429-28-3554 

0864-25-6952 

0745-55-4813 

044-722-1771 

0138-26-3256 

0862-55-2768 

0862-56-2278 

082-255-2054 

0862-56-2047 

03-5920-0719 

0436-52-1843 

0742-47-2733 

078-594-3801 

0795-66-0220 

078-621-3969 

」ノ、. 

四



い

0

・
雑
誌
の

。
お

後

記

。
今
年
度
全
国
大
会
の
要
項
を
お
知
ら
せ
す
る
。

。
毛
利
氏
の
論
は
、
氏
の
字
余
り
論
が
音
韻
論
へ
と

展
開
し
て
い
く
一
こ
ま
と
も
言
う
べ
き
母
音
の
変

化
を
扱
う
。
平
舘
氏
の
は
昨
年
度
の
研
究
発
表
に

基
づ
く
。
「
か
ざ
し
」
の
習
俗
か
ら
装
飾
へ
の
変

化
と
い
う
事
象
を
意
味
の
構
造
か
ら
位
置
付
け
る
。

小
島
氏
の
「
黄
葉
片
々
」
は
「
日
本
書
紀
』
の
訓

詰
を
三
題
。

。
こ
の
号
で
私
の
担
当
は
終
わ
り
で
あ
る
。
な
ん
と

か
続
い
た
の
は
委
員
諸
氏
の
協
力
の
賜
物
で
あ
る
。

感
謝
申
し
と
げ
る
。
次
号
よ
り
粕
谷
興
紀
氏
の
担

当
と
な
る
。
充
実
し
た
編
輯
を
期
待
さ
れ
た
い
0

0
の
べ
数
十
編
の
投
稿
論
文
を
読
ま
せ
て
頂
い
た
。

分
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
の
図
式
を
も
つ
こ

と
で
あ
る
。
恐
ら
く
読
み
手
は
書
き
子
よ
り
そ
の

こ
と
に
達
者
で
あ
ろ
う
。
評
価
と
い
う
こ
と
の
出

発
点
で
も
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で

は
な
い
。
主
円
き
子
の
め
、
ざ
し
た
も
の
に
ま
で
理
解

が
届
い
て
初
め
て
本
当
の
読
み
手
で
あ
ろ
う
。
い

つ
も
そ
の
よ
う
に
読
め
た
と
い
う
自
信
は
な
い
。

し
か
し
採
否
を
越
え
て
、
ひ
と
つ
の
論
文
が
何
事
)

実
現
し
上
う
と
し
て
い
る
か
を
思
い
み
る
こ
と
の
、

そ
の
つ
と
に
心
躍
り
が
あ
っ
た
。
本
主
に
私
を
雑

務
に
耐
え

3
せ
た

ωは
、
そ
れ
ぞ
れ
の
洋
き
子
と

あ
る
而
み
を
共
に
四
日
み
見
ょ
う
と
し
た
、
そ

ω充

実

で

あ

っ

た

だ

ろ

う

。

(

内

田

)

1 

は
堂
ム
宮
本
部
あ

す
る
見
学
旅
行
、
文

献
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含

む
)
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
一
三
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
)

に
お
い
て
行
な
ふ
。

講
演
会
、

平
成
四
(
一
九
九
二
)
年
六
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
四
(
一
九
九
二
)
年
六
月
三
十
日
発
行

頒
価

七
百
五
十
円

て
2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
学

会
費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
)
に
よ
る
納

入
、
本
誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す

べ
て
下
記
の
清
文
堂
出
版
あ
て
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
寓
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。
一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す

る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ

め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

高

葉

撃

曾

会

則

一
、
本
会
は
蔦
葉
撃
舎
と
称
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
葛

葉
」
を
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
随
時
、
高
葉
に

〒
別
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
問
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
諸
国
文
学
研
究
室
内

電
話
(
白
さ
さ
千
二
四
一
四

編

集

・

発

行

高

葉

皐

曾

代

表

者

小

島

憲

之

振
替
大
阪

O
二
九
-
四
七
番

〒
明
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

高
葉
山
子
会
事
務
室

電
話
実
(
二
一
二
三
六
五

発
売
所

印
刷
所

大



平
成
四
年
六
月
三
十
日
発
行

葉

七
百
五
十
円

送
料
三
十
一
円


